
し 伊 たいかじ

敷設した道路は，路市電車以外の一般歩行者 ・ 車馬 ・ 自 ifdJ1Jï等

の一般交通を『生保する必姿上，併用軌泊における路間m1jlの ，

111体外のi出品有効帆ぬ(歩道車道のl茎 lJljある泊路では， 111道の

有効申liiW) を定めている。これを111休外有効帆只といい， 併用

軌道は泊路の中火に敷設して，道路節目1Iにより第 l 表に示す平

休外布効側負を保持しなければならないことになっており(軌

道建設規程幼 8 条)，また道路の樋別によ っては第 2 表に示す111

休外布効稲l..\を保持して，道路のーブJに 品，\し て敷設する ことが

できるようにな っ ている(軌道建設規程鋭 9 条)。 ー」軌道。軌

道定鋭。 道路償断定規図。(林四Ú[I)

し 伊 たいかじ ゅうしけん 車体荷重試験 (英) loading test 

of car body 車体にi持的に(動的な拘置は適当に換算して加算

する)荷重を加えて ， 111休各部の変形;1;;よひ.ひずみをiJlll定する

ために 1 1 う 試験。 1 11 1本に力11 えるf.li置によって I lllげ試験，ね じり

試験およ び/j'.店街試験の儲別がある。平 i本の負術に対する安全性

を U([認したり， 111休の併進力学を~ff. IY] して合理的な設計の資料

を求めるために行われる。

f.liffiは人力もしくは般械カによって加え，通常たわみの測定

にはダイアノレイ γ ジヶ - fJ (dial indi ca lo r) を ， ひずみの測定に

は低抗線ひずみ計を i史丹]す る。
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し 々 だんき遮断器 (電気車の ) (英)circuit breaker (of elecｭ

tric rolling stock) '11.i気"l lの電路の泊恒流布放の場合， その

故防箇所を'，l.i ffiから 切縦すために汗h、られるものである ( 'i;\ J'I1

1日新tをこれによ っ て遮断しない)。 事故のi必合は， 過~t1流帯主TE
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総等の作用によって遮l新総が遮断するものと，遮断然ー自身の引

はずし 3史的によ って遮断するものとがある。 引はずし装置を有

するものはその目般を制墜するこ と ができるようにな っている。

わが国のm気事は大部分が直昔!1を用いているから ， それらの

遮l断総も匹VlE式である。 T直溺t遮断訴は居並気吹I門し作用を有する

気中i底的ーrH告に l売する。

路[(lÏ í!i JIIのような低庄小谷設のものは各巡松室に手動操作の

i!ill llTr総 を有していて， 手iliiJによ っ て接触部を l!fl じることができ

る。 i的負荷の場合はそれ自身の引はずし装世によって遮l析がで

きる。また手iliiJによって接触部を聞くことができる。

llZ圧大容iìtの75車 ・ 電気後関車は遠方llj~御による遮断i*iを附

いている。したがってm滋または電磁空気繰作りもので，引は

ずし装i丘を有しないものの附造および作用はtt通の接触*i~ と異

なることがない。 引はずし装置を有するものは引はずし犠併に

よ っ て直接接触部を遮断するから，遮断動作1m始時聞を短縮す

ることカtできる。

普通の遮断日告は;rJ~故発生からi底断開始までに相当時間がかか

り ， IJj:欣也統がi比大電流にま で迭したのちに遮断するため， 遮

l所容i立を十分に有しているものでなくてはならない。そのため

事故rl1流によっては遮断不能におちいることがある。

この欠点を除いたものが図に示すような日速度遮断様である。

これはその有している引はずし装置が非常に早い時間に動作し

て ， IJf.故 fi!流の立上り際の比較的電流が少ないうちに遮断する

から ， )底慨が安全かつ隊突に行われる幸IJ，'，\ï:を有している。

交流i位I析現象はア- ? 11l:昔!Eが半周波ごとに 1'1 然に宋 と なるか

ら ， そのl梶山]に消狐を与える と比較的容易に遮断できるが， TI江

部E il.ffi l析ではアーク 1ft圧が

回路n!:L'E よりも大きくな
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らないかぎり電流が宋に

ならなし、から ， iJil\tljlJ(!}に

m流を宋にするこ とが必

裂である。アー.? 111EEは

回路製513 としては逆起電

力と考えられるから ， 電

話。、71:!. I王とこの逆起m力と

の差によ っ てア - .? 包括!E

が滅少する。

I広告!E遮断の原理は主接

触部に配列につながれた

磁気吹消しコイルに流れ

る 1II i1lEによってつくられ

た磁界によって， ア - .?

長さを引のばす。ア - .?

は接触子からアークホー

ンに移り ，これを電極と

してア -.?を短時間にア

ー ク流 し内におし込み，

アーク統しの墜によって

冷却 ・ 消イオンされる。

そのためア ーク電圧はl時

間!とともに急昇し ， つい

にmi1Jl( r!i圧をもって して

はアー F を維持し得ない

状態とな っ て消弧して閉

路することになる。(沢野

周一)




